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編集後記：毎日暑い日が続き、身体がのど越しのいいも

のを求めるので、青しそやミントを煮出して、ぜりーや

寒天等作って涼を感じる工夫をしています。 

旬の夏野菜、きゅうりやトマト、なすやオクラ、ミョウ

ガ等も料理に取りいれながら、夏を乗り切りたいと思っ

ています。（安部） 
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皆様、こんにちは 本部コーディネーターの安部でございま

す。７月の祇園祭りの頃に京都へ帰省しました。3 年ぶりに開

催されるということで、皆さん感染対策を講じながら、京都の

街全体が活気に溢れていました。祇園祭りは平安時代に広まっ

た疫病を鎮めるために始まったお祭りです。病気を癒す薬師如

来の化身である牛頭天王（ごずてんのう）を祀って、当時の国

の数 66 本の矛（ほこ）に諸国の悪霊を乗り移らせて、悪霊を祓

ったのが今の山鉾の由来だそうです。今日のようなお稚児さん

が乗るような鉾は、室町時代からだと言われています。明治の

神仏分離以降、八坂神社では牛頭天王と同じ神様であるとされ

ているスサノオノミコトが祭神となっています。７月は京都市

内が祇園祭り一色となります。どこからともなくお囃子のコン

チキチンが流れ、鉾を持つ町内では厄除けの粽（ちまき）を売 

る町内の子供達の声が聞こえてきてとても風流を感じさせま

す。それが毎年当たり前だと思っていた行事が中止となり 3年

ぶりに復活したのでとても感慨深いです。因みに過去に中止と

なったのは応仁の乱と太平洋戦争の時だそうです！ 

祇園祭の楽しみは鉾が建った街全体の雰囲気を味わうことは

勿論ですが、それぞれの鉾の由来を調べながら歩くのも面白い

です。鉾が建つ四条界隈はまるで美術館のようなものなので、

イヤホンンガイドがあったらいいな！とつくづく思っていま

す。又７月は若鮎や鱧等、その時期だけしか味わえない料理も

楽しむことができます。 

是非、機会があれば祇園祭の季節に京都へお出かけくださいま

せ。 

 

★★本社夏季休暇のお知らせ★★ 

8/27(土)～30(火)まで、本部事務所は夏季休暇を

頂戴致します。ご不便をおかけ致しますが、何卒

宜しくお願い申し上げます。 

四条界隈の各町内に鉾が

建ち（木を組み上げられ

て、縄のロープワークも

美しいです）。 

夕方になると各鉾からお

囃子が始まり、提灯に灯

りがともり風情がありま

す。 

７月 14～17 日 

前祭（さきまつり） 

17日朝から巡行の後、鉾

は一気に解体されます。 

17日夕方、八坂神社で神

幸祭を行った後、ご神体が

御神輿（みこし）に乗り、

河原町等を回って、四条寺

町の御旅所まで来られま

す。 

 

７月 17 日 

前祭とは違う町内の鉾

が建てられて、24 日に鉾

が巡行 

24 日夕方に御旅所を御

神輿が出て、八坂神社に

ご神体がお戻りになり、

還幸祭が行われます。 

７月 21-24 日 

後祭（あとまつり） 


